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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第82期

第１四半期

連結累計(会計)期間

第83期

第１四半期

連結累計(会計)期間

第82期

会計期間
自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日

売上高 (千円) 45,058,910 11,791,522 133,320,074

経常利益又は経常損失(△) (千円) 492,723 △1,541,198 △3,680,156

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) 433,201 △1,687,441 △3,066,711

純資産額 (千円) 23,766,250 16,614,203 17,971,996

総資産額 (千円) 76,813,611 42,071,408 48,753,935

１株当たり純資産額 (円) 542.07 401.69 434.45

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期(当期)純損失金額(△)
(円) 10.24 △40.85 △73.15

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.84 39.44 36.81

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △581,189 1,951,681 19,351,298

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △228,923 △173,947 △1,337,220

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 1,018,156 △5,406,964 △11,572,152

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) 1,975,983 4,567,246 8,101,415

従業員数 (人) 653 552 581

(注) １　第82期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。また、第82期及び第83期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人) 552
〔 75〕

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員(パートタイマー及び嘱託)の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員

(１日８時間換算)であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(人) 329
〔 28〕

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員(パートタイマー及び嘱託)の当第１四半期会計期間の平均雇用人員(１

日８時間換算)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループ(当社及び連結子会社)の生産、受注及び販売の状況につきましては、製品の種類、性質、製

造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のアルミニウム製品を製造販売していることに

より、事業の種類別セグメントの重要性が乏しいため、「４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況の分析」に含めて記載することといたしました。 

なお、生産実績につきましては、当社の生産額が当社グループの大半を占めていることにより、当該会

社の生産実績を記載することといたしました。 

また、当社グループは主として見込生産によっておりますので、受注及び受注残高について記載すべき

事項はありません。

主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。
　

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

豊田通商㈱ 7,244,275 16.1 1,480,730 12.6

　　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

　(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)におけるわが国経済は、昨

年秋の米国に端を発した世界的な景気後退、金融危機などの影響を受け、景気は急速な悪化を続けてきま

したが、前連結会計年度末以降、景気刺激策や在庫調整の進展により、景気の下げ止まり感が広がる状況

で推移しました。

こうした環境のもと、当社グループは、大手需要家である自動車メーカーにおいて生産調整が落ち着

き、回復の兆しを見せた影響で、需要は少し回復基調になったものの、依然として厳しい状況で推移しま

した。 

　収益面につきましては、販売価格改定努力により価格は是正されたものの、経済停滞によるスクラップ

発生の急減により、原料価格が価格改定幅以上に上昇したことの影響により、製品と原料の価格差が圧縮

されました。さらに連結子会社の平成21年１月１日から平成21年３月31日までの業績結果を反映してい

ることにより損失が増加しました。
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この結果、当社グループの第１四半期連結売上高につきましては、アルミニウム二次合金地金85億２千

万円（前年同期比74.9％減）、商品・原料他32億７千万円（前年同期比70.5％減）で、これらを併せた売

上高総額は117億９千１百万円（前年同期比73.8％減）となりました。なお、当社の生産実績につきまし

ては、アルミニウム二次合金地金66億１千４百万円（前年同期比72.7％減）となりました。また、当社の

アルミニウム二次合金地金の販売数量につきましては、４万１千トン（前年同期比48.8％減）となりま

した。

経常損益につきましては、15億４千１百万円（前年同期は経常利益４億９千２百万円）の損失となり、

税金等調整後の四半期純損益は16億８千７百万円（前年同期は四半期純利益４億３千３百万円）の損失

を計上することとなりました。 

　所在地別セグメントの状況は、次のとおりであります。 

　国内は、販売価格改定努力により価格は是正されたものの、経済停滞によるスクラップ発生の急減によ

り、原料価格が価格改定幅以上に上昇し、製品と原料の価格差が圧縮されたことにより、売上高は101億７

千万円（前年同期比73.7％減）、営業損益は10億８千４百万円（前年同期は営業利益５億２千８百万

円）の損失となりました。

　アジアについても同様に、製品と原料の価格差が圧縮されたことにより、売上高は14億３千５百万円

（前年同期比74.9％減）、営業損益は３億９千万円（前年同期は営業利益６千９百万円）の損失となり

ました。 

　また、北米についてはアジア諸国からの需要が減少したことにより、売上高については５億４千７百万

円（前年同期比70.0％減）、営業利益は２千２百万円（前年同期比24.0％減）となりました。 

　

　(2) 財政状態の分析

　　①流動資産について

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ64億８千８百万

円減少し、255億１千３百万円（前年同期比322億１千５百万円減）となりました。これは主に借入金の

返済等により現金及び預金が減少したことと、売上高の減少に伴い受取手形及び売掛金等が減少した

ことによるものであります。 

　　②固定資産について

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ１億９千４百万

円減少し、165億５千７百万円（前年同期比25億２千６百万円減）となりました。これは主に生産設備

等の減価償却費の計上額４億９千７百万円とその他有価証券の四半期末時価評価等による増加額２億

８千３百万円等によるものであります。

　　③流動負債について

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ51億４千７百万

円減少し、163億６千１百万円（前年同期比241億２千８百万円減）となりました。これは主に短期借入

金の残高が52億２百万円減少したことによるものであります。

　　④固定負債について

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ１億７千７百万

円減少し、90億９千６百万円（前年同期比34億６千２百万円減）となりました。これは主に社債のうち

１年内償還予定の社債を流動負債に振替を行ったことによるものであります。

　　⑤純資産について

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ13億５千７百万円減少し、

166億１千４百万円（前年同期比71億５千２百万円減）となりました。これは主に利益剰余金が16億８

千７百万円減少したことによるものであります。
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　(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、

前連結会計年度末に比べ35億３千４百万円減少し、45億６千７百万円となりました。 

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

　　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において営業活動による資金の増加は、主に売上債権が減少したことに

より19億５千１百万円（前年同期は５億８千１百万円の減少）となりました。 

　　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において投資活動による資金の減少は、主に固定資産の取得による支出

により１億７千３百万円（前年同期は２億２千８百万円の減少）となりました。

　　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間において財務活動による資金の減少は、主に借入金の返済による支出に

より54億６百万円（前年同期は10億１千８百万円の増加）となりました。

　

　(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

　(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は２千万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 43,629,23543,629,235
東京証券取引所
大阪証券取引所
（各市場第一部）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 43,629,23543,629,235― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年９月８日　取締役会決議

第１四半期会計期間末現在
(平成21年６月30日)

新株予約権の数（個） 359（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式
単元株式数は1,000株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 359,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり300　（注）２

新株予約権の行使期間 平成22年10月１日～平成25年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　300
資本組入額　　150

新株予約権の行使の条件

①新株予約権１個の一部行使は認めない。
②新株予約権の割り当てを受けた者が当社の取締役、
　監査役、従業員、嘱託の何れの地位をも失った場
　合、その後、新株予約権を行使することはできな
　い。
③新株予約権の割り当てを受けた者が死亡した場合、
　相続人による新株予約権の行使は認めない。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役
会の承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １　新株予約権１個当たりの目的となる株式数は、1,000株であります。

なお、当社が株式分割または株式併合を行う場合、新株予約権の目的である株式の数は、次の算式において調

整されるものとする。

かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数について行

われ、調整の結果生じる１株未満の端数についてはこれを切り捨てるものとする。

調整後株式数＝調整前株式数×株式分割（または株式併合）の比率

２　新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生

じる１円未満の端数は切り上げます。

　

調整後行使価額＝調整前行使価額×
１

株式分割（または株式併合）の比率

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月30日 ― 43,629,235 ― 6,346,642 ― 2,400,164

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 2,320,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式41,097,00041,097 同上

単元未満株式 普通株式 212,235 ― 同上

発行済株式総数 43,629,235― ―

総株主の議決権 ― 41,097 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が２千株(議決権２個)含まれてお

ります。　

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
大紀アルミニウム工業所

大阪市西区土佐堀一丁目
４番８号

2,320,000 ― 2,320,0005.32

計 ― 2,320,000 ― 2,320,0005.32

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 180 201 259

最低(円) 156 159 206

(注) 株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四半

期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)の四半期連結財務諸表については、有限責

任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年

７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,642,600 8,174,849

受取手形及び売掛金 10,325,124 13,098,241

商品及び製品 4,355,836 4,837,342

仕掛品 126,019 145,527

原材料及び貯蔵品 5,017,565 4,528,294

繰延税金資産 261,976 335,331

その他 820,669 946,148

貸倒引当金 △36,303 △64,141

流動資産合計 25,513,489 32,001,593

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 9,231,081 9,193,772

減価償却累計額 △5,324,738 △5,231,128

建物及び構築物（純額） 3,906,343 3,962,644

機械装置及び運搬具 19,953,073 19,865,259

減価償却累計額 △15,421,137 △15,020,729

機械装置及び運搬具（純額） 4,531,936 4,844,529

工具、器具及び備品 1,271,372 1,262,349

減価償却累計額 △796,210 △775,039

工具、器具及び備品（純額） 475,162 487,310

土地 3,258,210 3,248,735

リース資産 1,794 1,794

減価償却累計額 △209 △119

リース資産（純額） 1,584 1,674

建設仮勘定 31,641 36,475

有形固定資産合計 12,204,879 12,581,369

無形固定資産

のれん 158,428 171,041

その他 118,363 122,878

無形固定資産合計 276,792 293,920

投資その他の資産

投資有価証券 2,748,623 2,465,396

長期貸付金 17,140 16,974

繰延税金資産 770,406 854,411

その他 837,875 763,408

貸倒引当金 △297,798 △223,138

投資その他の資産合計 4,076,247 3,877,052

固定資産合計 16,557,919 16,752,342

資産合計 42,071,408 48,753,935
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,147,888 2,961,440

短期借入金 11,543,024 16,745,670

1年内償還予定の社債 100,000 －

未払金 293,875 324,344

未払法人税等 209,910 186,105

未払消費税等 35,998 322,851

未払費用 751,913 597,623

賞与引当金 74,566 97,364

その他 204,001 273,078

流動負債合計 16,361,178 21,508,478

固定負債

社債 2,300,000 2,400,000

長期借入金 5,860,188 5,819,535

退職給付引当金 505,839 505,995

役員退職慰労引当金 11,289 493,040

負ののれん 47,889 52,562

その他 370,818 2,327

固定負債合計 9,096,026 9,273,461

負債合計 25,457,205 30,781,939

純資産の部

株主資本

資本金 6,346,642 6,346,642

資本剰余金 8,852,088 8,852,088

利益剰余金 2,018,717 3,706,159

自己株式 △781,600 △781,367

株主資本合計 16,435,847 18,123,522

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 469,170 235,107

繰延ヘッジ損益 1,246 56,312

為替換算調整勘定 △313,282 △468,176

評価・換算差額等合計 157,134 △176,756

新株予約権 8,217 5,602

少数株主持分 13,004 19,627

純資産合計 16,614,203 17,971,996

負債純資産合計 42,071,408 48,753,935
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 45,058,910 11,791,522

売上原価 43,287,720 12,439,156

売上総利益又は売上総損失（△） 1,771,189 △647,634

販売費及び一般管理費

運搬費 467,749 268,742

貸倒引当金繰入額 77,066 34,878

役員賞与引当金繰入額 10,225 －

役員退職慰労引当金繰入額 9,151 10,356

賞与引当金繰入額 23,230 17,008

その他 530,996 473,423

販売費及び一般管理費合計 1,118,419 804,408

営業利益又は営業損失（△） 652,770 △1,452,042

営業外収益

受取利息 2,314 1,569

受取配当金 28,955 15,864

持分法による投資利益 56,630 －

技術指導料 32,322 8,459

鉄屑売却益 55,386 6,731

その他 32,258 27,431

営業外収益合計 207,868 60,056

営業外費用

支払利息 292,314 110,827

手形売却損 30,722 306

休止固定資産減価償却費 － 29,032

その他 44,878 9,046

営業外費用合計 367,915 149,213

経常利益又は経常損失（△） 492,723 △1,541,198

特別利益

固定資産売却益 277,349 877

特別利益合計 277,349 877

特別損失

固定資産除売却損 16,365 2,638

訴訟関連損失 8,422 －

特別損失合計 24,787 2,638

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

745,284 △1,542,959

法人税、住民税及び事業税 416,110 12,273

法人税等調整額 △103,496 144,565

法人税等合計 312,613 156,838

少数株主損失（△） △529 △12,357

四半期純利益又は四半期純損失（△） 433,201 △1,687,441
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

745,284 △1,542,959

減価償却費 580,440 497,316

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,185 △155

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,423 △481,751

貸倒引当金の増減額（△は減少） 77,066 31,042

受取利息及び受取配当金 △31,269 △17,433

支払利息 292,314 110,827

持分法による投資損益（△は益） △56,630 －

有形固定資産売却損益（△は益） △264,033 1,761

売上債権の増減額（△は増加） 304,400 2,882,153

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,842,164 167,152

仕入債務の増減額（△は減少） 119,353 152,364

その他 △211,193 220,160

小計 △322,040 2,020,477

利息及び配当金の受取額 31,269 17,433

利息の支払額 △270,032 △114,901

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △20,385 28,672

営業活動によるキャッシュ・フロー △581,189 1,951,681

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △409,971 △166,397

有形固定資産の売却による収入 218,991 1,732

投資有価証券の取得による支出 △76,106 △240

短期貸付けによる支出 △220 △604

短期貸付金の回収による収入 50,622 683

その他 △12,239 △9,122

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,923 △173,947

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 4,694,966 2,503,000

短期借入金の返済による支出 △3,708,873 △7,956,516

長期借入れによる収入 700,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △416,649 △453,056

自己株式の純増減額（△は増加） 2,810 △233

配当金の支払額 △253,697 －

少数株主への配当金の支払額 △399 －

その他 － △158

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,018,156 △5,406,964

現金及び現金同等物に係る換算差額 △113,371 95,060

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 94,673 △3,534,169

現金及び現金同等物の期首残高 1,881,310 8,101,415

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,975,983

※１
 4,567,246
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第１四半期連結会計期間において、流動資産の
「その他」に含めていた「繰延税金資産」（前第１四
半期連結会計期間274,893千円）、投資その他の資産の
「その他」に含めていた「繰延税金資産」（前第１四
半期連結会計期間17,302千円）及び流動負債の「その
他」に含めていた「未払消費税等」（前第１四半期連
結会計期間71,810千円）は重要性が増したため当第１
四半期連結会計期間より区分掲記することとしており
ます。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

（棚卸資産の評価方法）

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し
ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸
高を基礎として合理的な方法により算定する方法に
よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

（役員退職慰労引当金）

当社は、平成21年6月24日開催の定時株主総会の日を
もって、役員退職慰労金制度を廃止いたしました。これ
に伴い、当該総会までの期間に対応する役員退職慰労
金相当額は長期未払金に振り替え、固定負債の「その
他」に含めて表示しております。なお、国内連結子会社
は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰
労金内規に基づく四半期連結会計期間末要支給額を計
上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１　偶発債務

下記会社の金融機関からの借入に対し、債務保証

を行っております。

ポーランド　スメルティング

テクノロジーズ
101,346千円

(3,352千ＰＬＮ　期末日レートにて換算)

合計 101,346千円

１　偶発債務

下記会社の金融機関からの借入に対し、債務保証

を行っております。

ポーランド　スメルティング

テクノロジーズ
102,363千円

(3,725千ＰＬＮ　期末日レートにて換算)

合計 102,363千円

　　　　　　　　　　―――――― ２　手形割引高

受取手形割引高 380,513千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,094,188千円

預入期間が３ヵ月を超える

定期預金
△118,205千円

現金及び現金同等物 1,975,983千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 4,642,600千円

預入期間が３ヵ月を超える

定期預金
△75,353千円

現金及び現金同等物 4,567,246千円

　

(株主資本等関係)

　
当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 43,629,235

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,321,521

　

３　新株予約権等に関する事項

ストック・オプションとしての新株予約権

新株予約権の当第１四半期連結会計期間末残高 提出会社 8,217千円

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のアルミ

ニウム製品を製造販売していることにより、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　
　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

　 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

38,145,2265,688,5801,225,10245,058,910 ― 45,058,910

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

503,29424,763600,1051,128,163(1,128,163)―

計 38,648,5215,713,3441,825,20846,187,073(1,128,163)45,058,910

　 営業利益 528,45469,983 29,032627,47025,299652,770

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　 ２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　　　　　アジア……タイ、マレーシア

　　　　　　北米………アメリカ

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を当

第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下

げの方法）に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、「日本」の営業利益が42,934千円減少しております。

４　当社は法人税法の改正を契機として資産の利用状況を見直した結果、機械装置について改正後の法人税法に基

づく耐用年数に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合と比べて、「日本」の営業利益が93,154千円減少しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

　 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

9,847,8081,411,611532,10211,791,522 ― 11,791,522

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

322,30723,573 15,379361,260(361,260) ―

計 10,170,1161,435,185547,48212,152,783(361,260)11,791,522

　 営業利益又は
　 営業損失(△)

△1,084,983△390,30322,053△1,453,2331,190△1,452,042

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　 ２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　　　　　アジア……タイ、マレーシア

　　　　　　北米………アメリカ
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 8,447,109 81,549 8,528,659

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 45,058,910

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

18.7 0.2 18.9

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　 ２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　　 (1) アジア…………タイ、中国、シンガポール、マレーシア、フィリピン、その他

　　　 (2) その他の地域…オーストラリア

　　 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,376,749 79,071 2,455,820

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 11,791,522

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.1 0.7 20.8

(注) １　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　 ２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　　 (1) アジア…………タイ、中国、マレーシア、シンガポール、インドネシア、その他

　　　 (2) その他の地域…オーストラリア

　　 ３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

　
当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

　
当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日)

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

認められないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

401.69円 434.45円

　

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

純資産の部の合計額(千円) 16,614,203 17,971,996

普通株式に係る純資産額(千円) 16,592,982 17,946,765

差額の主な内訳(千円)

　新株予約権

　少数株主持分

8,217

13,004

5,602

19,627

普通株式の発行済株式数(株) 43,629,235 43,629,235

普通株式の自己株式数(株) 2,321,521 2,320,110

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数（株）

41,307,714 41,309,125

　

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10.24円１株当たり四半期純損失金額(△) △40.85円

(注) １．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな
いため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

433,201 △1,687,441

普通株式に係る四半期純利益又は 
四半期純損失(△)(千円)

433,201 △1,687,441

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 42,284,756 41,308,212

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月８日
──────────

株式会社大紀アルミニウム工業所

取　締　役　会　御　中

──────────────────

　

監査法人　ト ー マ ツ

─────────────

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　石　黒　　　訓　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　森　村　照　私　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社大紀アルミニウム工業所の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大紀アルミニウム工業所及び連結子

会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月３日
──────────

株式会社大紀アルミニウム工業所

取　締　役　会　御　中

──────────────────

　

有限責任監査法人　ト ー マ ツ

─────────────────

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　石　黒　　　訓　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　森　村　照　私　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社大紀アルミニウム工業所の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連

結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日

から平成21年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大紀アルミニウム工業所及び連結子

会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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